
納得性の高い評価・処遇制度への改善と  

フィード／〈ックによる従業員支援  

級制度から、職務基準に基づく評価と、目標管理制度による評価の制度体系へ移行し、評価処、  



キャリア開発支援の制度の開発と  

社内管理者のコーチング暮メンタノング能力の開発   



訪問介護事業従事者のキャリアパス   



3．人材と変革の視点  
人材育成戦略 戦略目標（2）  

サービスライン別組織による専門性と生産性の向上  

戦略の背景   

・ 上司は基本的に当該業務に関するハイパフォマー（高業績者）であるので、OJTが進みやすい。  

・ サービスライン別組織においては、競争優位の源泉となる、経営的情報資源の蓄積がされやす  
い  

・ 組織の専門性向上の成果としての収益性が求められてきた。  

・ 各事業従事者の長期キャリアプランや「やりがい」も持ちやすく、人材マネジメントの面でメリットが  

多い  

事業効率性の向上を目的として、居宅介護支援事業部、適所・入浴事  
業部、そして訪問介護事業部、巡回型訪問介護事業部の事業部制に移  
行する。  
サービスライン個別の経営的情報資源の蓄積を進行させ、ハイパフォ  

マー（高業績者）である上司からのOJTにより、専門的オペレーション能  

力の向上を進める。  
各サービスライントごとに人材マネジメント施策の充実をすすめる。   



各サービスライン別組織にノウハウが蓄積する  

OJT   

OJT  



4．人材と変革の視点  
人材育成戦略 戦略目標（3）   



体系的な全社的■事業別OFF－JTの確立   



事業所内OJTの制度化と目標管理制度との連動  

目標管理シート  

職務能力と職務基準書の突合評価  

職務能力の課題を抽出  

課題解決にプライオリティをつける  

上位課題の解決目標を設定  

具体的行動計画を策定  

定期個別面談で達成支援  
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・訪問介護計画作成指導能力   

の向上  

・研修講師ができるようになる。  

・マーケテイング能力の向上  
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